
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(令和７年３月１日 発行) 

編集 蕨市立南公民館 蕨市南町２－２３－１９ 
TEL 048-442-4055・FAX 048-443-0761 

 

講座のご案内 

 
◆小学生～高校生の点字入門教室 
日時 ３月 8 日（土）１０時～ 

場所 南公民館 ２階団体連絡室 

対象 市内の小学生～高校生 

申込 電話・窓口 

◆０歳児ママのふれあい広場 

日時 ３月２7 日（木）１０時～ 

場所 南公民館 ２階和室 

内容 春のお花まつり 

定員 １０組（先着順） 

申込 ３月３日（月）～電話・メール可 

  ※下に敷くバスタオルをご持参ください。 

№.421 
5 
 

◆にこにこ ONE TWO KIDS!（リトミック） 

日時 ３月 27 日（木）１０時～  

場所 南公民館 2 階団体連絡室 

対象 １歳児・２歳児のお子さんと保護者 

定員 8 組（先着順） 

申込 ３月３日（月）～ 電話・メール可 

◆おはなしくまさん 

日時 ３月 8 日（土）１４時～ 

会場 南公民館 ２階和室 

内容 絵本の読み聞かせや工作 

今月は「へびをつくろう」です。 

３月２2 日（土）１０時～16 時 

２3 日（日）１０時～15 時 30 分 
但し、２3 日（日）の３階集会室【蕨市公募美術展覧会受賞作品・一般作品（写真・絵画）】は、 

12 時までとなります。 

 

【講演会】画家 智内兄助 蕨画塾を語る （ゲスト 高松 敬） 
 

３月２３日（日）開場 １3 時 

        開演 １3 時３０分～15 時ごろ終了予定 
 

講演会申込み：３/5（水）から南公民館へ 窓口・電話（平日９：００～１７：００） 

※窓口でお申込みの方は、その場にて整理券をお渡しいたします。 

※電話でお申込みをされた方は、後日整理券を南公民館まで取りに来て下さい。 

2025 

 

 
第 28 回 

 

◆春休み子ども教室 けん玉で遊ぼう 

日時 ３月 28 日（金）１3 時 30 分～  

場所 南公民館 2 階ラウンジ 

対象 小学生 

定員 20 名（先着順） 

申込 ３月 4 日（火）～ 電話可 



蕨市立くるみ保育園 ～園児たちがオニ退治!!～        園長 加藤 

 

今年の節分は 2 月 2 日でしたが、日曜日だったので、保育園では 2 月 3 日に豆まきをしま

した。子ども達は、色とりどりの個性的なオニのお面をつけ職員も思い思いの可愛いオニにな

りました💛 

みんなで、まめまきのうた♪を歌ったり”鬼のパンツ”を踊っていると・・心の中にある弱

い部分を食べてくれる鬼さんが登場!! 

職員と一緒に子ども達も「鬼は外!!」「福は内～」と豆を投げては、猛スピードで走り逃げて

いました。 

職員の後ろに隠れたり、涙を流す子もいましたが、くるみ保育園のみんなでオニを退治する

ことが出来ました。 

子ども達がたくましく成長し、皆さんに幸せが訪れますように・・・💛 

河鍋暁斎記念美術館 2025 年 3 月展覧会 

企画展 「暁斎・暁翠 能狂言画展」 

同時開催 特別展「暁斎が描いた戯作本―江戸の名残から文明開化まで―」 展 

 

 

※新型コロナウイルスの感染防止対策等により、予定が急に変更される場合がありますので、最新の 

情報は美術館のホームページでご確認ください。 http://kyosai-museum.jp 
 

会期：2025 年 3 月 1 日（土）～4 月 25 日（金） 

休館日：毎週火・木曜、毎月 26 日～末日、年末年始 

入館料：一般 600 円、高校生・大学生 500 円、小・中学生 300 円、65 歳以上 500 円 

第 1・2 展示室では、大藏流狂言を学び、実際に演じてもいた暁斎と、 謡
うたい

を学び、能狂言を熱心に

観劇した暁翠が描いた能狂言画を、掛軸や版画、画稿や下絵などさまざまな形でご鑑賞いただけます。 

第 3 展示室では、130 作以上の暁斎の挿絵本の中から、「戯 作 本
げさくほん

」を中心に、江戸の名残を残す滑

稽本から文明開化を象徴する当時のベストセラーなどの多彩な作品がパネルで展示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 今月のお勧め作品 】 

「狂言づくし」より「釣狐 後ジテ」 暁斎 小判錦絵 

 

本図は狂言の場面や楽屋風景などを描いた 

小判錦絵シリーズの中の一図で、「釣狐」の 

後場
のちば

（後半）が描かれています。 

前場
まえば

（前半）では、老狐が猟師の伯父・ 

白
はく

蔵主
ぞうす

に化け、疑われながらも去って行き 

ます。後場では、漁師が罠に仕掛けた好物に 

引き寄せられた狐が、本性を顕して人間から 

狐の姿となり、罠に忍び寄ります。自身も狂 

言を 嗜
たしな

んだ暁斎は、 揚 幕
あげまく

を引き上げる 

後 見
こうけん

も描くことで、狂言の舞台の特色を生 

かした作品世界を創出しています。 


